
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Match Preview 

9/16(⽔)開催の北海道コンサドーレ札幌戦では今季リ−
グ戦初出場となる⾼橋義希選⼿、岩下敬輔選⼿など前節
の柏レイソル戦から先発メンバ−9 ⼈を⼊れ替えて挑み
ました。試合序盤、鮮やかなパスワークからゴ−ルに迫
ります。前半 7 分に⼤畑歩夢選⼿の折り返しからアンヨ
ンウ選⼿が決定的なシュ−トを放ちますが、惜しくも枠
を外してしまいます。両チームとも堅い守備を⾒せ、攻
撃の⽷⼝を⾒つけきれず、⼀進⼀退の攻防が続きました。
前半 40 分、押し込まれる中、相⼿選⼿のミドルシュ−ト
を守⽥達弥選⼿が左⼿⼀本で弾き出し、ゴ−ルを許しま
せん。しかし後半に 61、66 分と⽴て続けに失点、苦しい
展開を強いられます。試合終盤、森下⿓⽮選⼿の突破か
らクロスを供給、そこに豊⽥陽平選⼿が頭で合わせます
が、ゴールならず。最後まで 1 点が遠く 0‐2 で試合終
了、悔しい敗戦を喫しました。 
試合後、「誰が出場しても同じことができるようになれば
チーム⼒を上げていくと思いますので、その部分を意識
して取り組んでいきたい」と⾼橋義希選⼿が話したよう
に連戦が続いていく中、チーム全員で闘う気持ちをもっ
てこの試合に向けて準備しています。 
ホーム 3 連戦のラストに迎えるのは昨季の王者、横浜 F・
マリノスです。マルコスコジュニオール選⼿、⽔沼宏太
選⼿など誰が出てきても強⼒な攻撃陣を擁する相⼿に対
して、「横浜 F・マリノスは攻撃に特化したチームですが、
あまり相⼿に合わせ過ぎずに、良い守備から良い攻撃に
繋げるという点ではいつもとやることは変わらない(原
川⼒選⼿)」と気負うことなく、チーム全員で守って全員
で攻撃するというスタイルでサガン⿃栖は⼀岩となって
勝利を⽬指します。前回の試合より解禁となった⼿拍⼦
で選⼿たちを⿎舞していただき、ありがとうございます。
今節も駅前不動産スタジアムでチームの後押しをお願い
します。 
サガンティーノの皆様、共に勝利を掴みましょう。 

 




